
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2022年9月30日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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主要国株価指数の推移
（期間：2022年9月30日～2023年10月13日）

https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202310_outlook.pdf

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。

17.93%

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
10月13日

企業業績については米国の景気動向に沿って底堅さが確認されるとみていますが、これま
での継続的な利上げに加えて原油高の影響が懸念されます。米国株式相場は、原油価格の
上昇に伴うインフレ再加速やFRB（米国連邦準備制度理事会）の金融引き締め姿勢、労働
争議の拡大が下押し材料とみられますが、景気の軟着陸見通しや企業業績の底堅さに支え
られ、次第に強含むとみています。欧州株式相場は、中国景気に対する不安が上値を抑え
る可能性はありますが、米国株式相場に連れて次第に強含むとみています。

（期間：2022年9月30日～2023年10月13日）

外国株式見通し 

マーケットの動き（2023年10月9日～10月13日） 米国株価指数の推移

外国株式相場は、米国、欧州ともに強含み

先週の米国株式市場は、前週末比で上昇しました。
前週末の米国金利上昇を背景に複数のFRB（米国連邦準備制度理事会）高官が年内追
加利上げに慎重な姿勢を示したことなどを受け、米国株式は公益事業や不動産、大型
テクノロジー株などを中心に買い戻され上昇しました。
欧州株式市場は、おおむね米国に連動した推移となりました。
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投資環境見通し（2023年10月）

12.09%

S&P500種株価指数 4,327.78 0.45% ▲3.13% 4.38%

NYダウ 33,670.29 0.79% ▲2.62% ▲1.06%
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